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リメディアル教育におけるリスニング指導
甲田直喜
1．はじめに
近年、大学生の総合的な基礎学力の低下が、大学教育の現場において深刻
な状況にある事は、もはや疑いを挟む余地がない。特に「英語」及びそれに
類する科目に関しては顕著であり、教育機関としての大学が理念として掲げ
る本来的に目指すべき教育内容の達成を初手から困難なものにしていると思
われる。「(英文科及び、それに類する英語専攻学科以外では）私立大学にお
ける学生の34％､国立大学では6％の学生が中学生レベルの英語力しかない」
(『朝日新聞」2009年5月15日付）等の指摘がされているが、実際に教室で
講義を行っていると、年々その数字以上の感を強くする。これらを踏まえ、
昨今、大学教育でリメデイアル教育の必要性が高まっているのは周知の通り
であり、「リメデイアル、リメデイアル教育」という用語自体も!)既に定着
した感がある。
しかし、我が国の大学における英語教育にリメディアルの必要性が強く求
められ2)、その研究が本格的に開始されたとはいえ、それが未だ「初段階」
にあることは否めない。特にリメディアル教育対象学習者に対するリスニン
グの指導は、その指導理論に関するものは近年散見されるようになったとは
いえ、実践的な手法とその効果の実証は不充分であろう。本稿は、英語及び
関連分野を専攻としないリメディアル教育対象学習者3)に対するリスニング
指導に関して、教材の選定を含む演習例を取り上げ、その妥当性と効果を概
観する。また、それに併せて、今後行われなければならない当該学習者に対
するリスニング指導理論の端緒とすることが目的である。
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2指導前の留意事項①～学習意欲
リメデイアル教育対象学習者に対する指導として、基本的な文法・語法事
項等が優先して行われる傾向にある。しかし近年の大学における英語教育
が、コミュニケーション能力の向上にも重点を置かなければならない現状を
振り返ると、リメディアルを目的とした教科教育であっても、当該項目に関
して相応の指導を行う必要がある。中井（2008）の調査によれば、リメデイ
アル型の教科指導を受けた学習者の多くが｢英語が聴き取れるようになった」
という理由で｢英語に興味が湧いた｣としている｡同調査でも示されているが、
一般的にリメデイアル教育対象学習者の学習意欲は低いと考えられる。しか
し、リスニング（聴解）指導に関しては、学習意欲の向上にも繋がる肯定的
要素が示唆され、当該指導に対する相応の期待も予見する事が出来よう。
甲田・遠藤（2006）でも示している通り、音声領域を主体とした英語学
習に「実用性」という有益性を能動的に見出す学習者は多く、それはリメデイ
アル対象の指導においても同様である。これは、一般的に学習意欲の維持に
難を抱えていると思われる学習者を眼前にする指導者にとって大きな利点で
あろう。学習意欲の向上、またその維持は、常に指導者が留意しておかなけ
ればならない教科教育の重要項目である。これらの事を踏まえ、到達度及び
評価方法の妥当性を明示する等の配慮を行い、リメディアル型のリスニング
においても学習意欲の向上・維持を図りつつ、円滑な指導がなされる必要が
ある。
3．指導前の留意事項②～語彙力
リスニングの指導が、リーディングやライティング等のそれと比して特殊
かつ困難である事は、英語教育に携わっている者であれば少なからず感じる
筈である。竹蓋（1984）では、リスニング指導方法を構築するために、「自
然音声言語の充分な理解｣、「リスニング行動の理解｣、旧本人学習者特有の
問題に対する理解｣､｢学習理論の理解」という4点が挙げられている。無論、
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これらは事前に指導者が心得ておかなければならない基本的項目であるが、
リメディアル型の教科科目における指導では、さらに留意事項を加えなけれ
ばならないと思われる。Underwood(1984)は、リスニング指導の困難さに
ついて、①lackofcontroloverthespeedatwhichspeakersspeak@notbeing
abletogetthmgsrepeated@listener'slimitedvocabularyの3点に触れている。
①及び②は、音声教材の取捨選択・再生方法等、指導方法の工夫に関する項
目であろうが、③にある語彙数不足の問題は学習者がある程度の範囲で能動
的に克服しなければならない事項である。言うまでもなく、音声を聴き取る
事が出来ても、前提として、その語の基本的な意味や語法の定着がなければ、
全体の内容理解には繋がらない。語彙力を増やす指導41は、リスニング指導
と平行して行われなければならない必須事項となる。
近年のリメデイアル対象学生に見られるスペリングも含めた語彙力の水準
は、指導者が予想する以上に低い。武田・池頭・齋藤（2007）は、在籍学
生の学力調査を行った上で、中学校・高等学校の英語教育では、英語を書
く事によって学習する時間が減っており、スペリングの力や語彙数も大きく
後退している。また日常会話で用いるような語彙・構文などは中学校で学習
するものであるにも関わらず、殆ど定着していない学生が多数存在するとし
ている。極端な例で言えば、dogとするところをbogと綴り、しかもその誤
りに気づかない、もしくは大文字と小文字を正確に綴ることが出来ないリメ
ディアル教育相当の学生を見掛けるのも珍しくなくなった。無論、これらの
現象は学習者個々人の根本的な能力よりも、中学校・高等学校において当然
なされなければならない筈の、基本的なリテラシー能力の定着が不充分であ
る事を疑うべきであろう。アレン玉井（2007）は、アルファベットやスペ
リングの習得は、英語学習の開始段階では、指導者が想像する以上に困難で
あるとし、これらの学習を丁寧に行うことによってテキストを見ても動揺す
ることなく（学習意欲の減退を伴うことなく）英語を読む態度を育成する事
が出来るとしている。リスニングを主眼として行われる指導であるとしても
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教材としてのテキストの使用は必然であるが、上記を踏まえると、アルファ
ベットや基本的なスペリングの定着が無ければ、学習意欲の減退や能動的な
学習機会の減少を招く可能性が充分にあると考えられよう。リメディアル型
の指導とはいえ、大学の英語教育でアルファベットや基本的なスペリングの
確認を行わなければならない事に抵抗のある指導者は多いと思われる。しか
し、上述の様な学力調査の結果を考えると、リスニングにおける基本的なリ
テラシー能力の重要性を学習者に再喚起する、あるいは確実に定着させると
いう意味で少なからず考慮しなければならない点でもある。
4．教材の選定
指導に伴う教材は、リスニングの特性から必然的に「音声」媒体を選定し
た上で「教材化」（加工）という手順を踏む事になる。「音声」媒体は、主に
ニュース、討論、演説、インタビュー、映画等が挙げられるが、これらに市
販されている「テキスト」形態（教材として加工済み）のものを加えると雑
多なものとなる。正規の教科教育で用いる教材として、ニュース英語の効用
は広く論じられるところであるが5)、リメデイアル型の講義においても多く
の利点があると思われる。すなわち、教材化（加工）が比較的容易、音声教
材の長さが適当61、音声スピー ドの選択が可能、時事問題を扱う事が出来る
等の項目を挙げることが出来る。他の媒体を選ぶとしても、指導環境・クラ
ス事情により可能となるであろうが、本稿が扱うリメディアル型科目の指導
例は、ニュースで用いられる英語を教材として選定するものとする。
ニュース英語に限っても、教材化することが出来る（教材化済みの）もの
は多種多様である。しかし、まず着目しなければならない点は、既に述べ
たUnderwoodの指摘にある最初の項目、すなわち英語の「スピード」であ
ろう。英語の基礎学力に不安を抱えたリメデイアル教育対象学習者にとって
｢速過ぎる」スピードの英語を聞き流す事（聞き流す事しか出来ない）によっ
て得るものは殆どない。理解が及ばない速さの英語を漫然と聞き流す事、換
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言すれば、「分らない教材の反復」は、学習意欲の低下にも相応の影響を与
えると思われる。Rivers(1981)では、英語のスピードの基準として以下の
様な数値が示されている。英語の母国語話者による基準であるため、一概に
Slow=easyとは言えないが、教育効果の達成目標を考える上で指針の1つ
となる。
Fast=above220wpm
Moderatelyfast=190-220wpm
Average=160-190wpm
Moderatelyslow=130-160wpm
Slow=belowl30wpm
無論、リメデイアル対象の学習者に適したスピー ドはbelowl30wpmで
あろう。ニュース英語の原稿を朗読し、再録音した類の市販教材であれば、
80wpm以下のものもあろうが、逆に不自然な英語で、学習者がむしろ聞き
取りにくいと感じる可能性もある。これを踏まえると、100-130wpmの範
囲に入るスピードが理想であろう。
さらに、使用される語彙サイズも出来うる限り小さなものを選択するべき
である。演習中に､指導者が語彙に関する助言を与える余地があるとはいえ、
前述の通り、リメデイアル対象の学習者が持つ語彙力は、予想以上に脆弱で
あると考えられる。学習者が､主体的な聴き取りの姿勢を維持するためにも、
語彙サイズは考慮に入れなければならない要素の1つである。
以上の点から、Underwoodの指摘するリスニング指導に関わる項目、す
なわち「英語のスピード」「語彙」を充足させるものの1つとして、VOAの
Speci"/E"gﾉ杣で放送されるニュー ス英語を挙げる事が出来る。使用される
英語は、スピー ドが100-110wpmであり、語彙数も固有名詞を除いて1500
～2000語に収まるように配慮されている。また、各ニュースは1分～1分
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15秒前後のユニットで構成され極端に長大なものはない。
以下、当該教材7)を使用してリメデイアル対象学習者に指導を行い、その
効果・到達結果の推移を観察する。
5.観察項目と演習中の助言
前項で示した教材から5つのニュース英語を抽出して演習を行い､数値(到
達度)結果の推移を観察した。観察項目は､①(具体的な)指定語の聴き取り、
②内容把握の2点である。「指定語の聴き取り」に関しては、基本語で使用
頻度の高いsays,of,and,that,will,itの6つに関して聴き取り結果の推移を、
｢内容把握」は、各々設定したキーワードを全て含んだニュースの概略を書
く事で達成度の進捗を観察した。
リメディアル対象学習者の中には、英語を聴くという事自体に不慣れな者
も多いため、各々 の演習中に適宜、助言を行った8)。演習中の助言項目とそ
の効果に関しては、甲田・遠藤（2005）に示している。ただし、リメデイ
アル型の指導では、学習者の主体的な学習意欲の維持を促す意味でも、演習
の円滑化を図る最低限度の項目に抑えるべきであろう。
6．各項目数値（到達度）の推移
以下、教材1～5を用いて実際に演習を行い、前項で示した観察項目の数
値（到達度）結果を記す。
学習者には、「指定語の聴き取り」及び「内容把握」各々の項目に対し、
音声教材の再生を5回×2=10回(5回目の再生終了時に10分間のイン
ターバルを取り、助言を行い、辞書の使用による確認を促している）行った。
｢指定語の聴き取り」に関して、各教材英文中の括弧内単語(and,that,will,
say,it,of)を空欄にして「指定語」とし、正答数の推移を観察している（同
一の指定語が複数ある教材に関しては､全て正答した場合に「正答」とした)。
また、各教材和訳文の指定括弧内を同様に空欄とし、各自適切な内容を書く
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ことによって「内容把握」の目安とした（本稿中に示した正答例と同内容で
あれば、正答とした)。
本稿で調査対象としたのは、英語及び関連分野を専攻としない大学学部1
年生(154名)、短期大学1年生(46名）の計200名である。いずれも、リ
メデイアル型の教科科目受講者、または明らかにリメデイアル教育を必要と
する学力水準の学習者である。
教材1
（英文）
TheAmericanSenatehasapprovedameasuretogiveChinapermanentnonnal
traderelationswiththeUnitedStates.85Senatorsvotedtosupportthebill.
15votedagainst(it).Debateonthebillbeganlastweek.Severalattemptsto
blockthemeasureweredefeated.Onesupporter(of)thebill(says)pennanent
normaltraderelations(will)fUrtheropenChina'smarketstoAmerican
businesses.Thesupporteralsosaid(that)thebillwouldhelpChinajointhe
WorldTradeOrganization.ThosewhoopposethemeasurewantedChinatofirst
improveitshumanrightsrecord(and)tostopthreatsagainstThiwan.
（和訳）
(アメリカ上院）で、中国に対するアメリカとの恒久的に（正常な通商関係）
を認める法案が可決されました。85人の上院議員が、同法案に対して賛成
票を投じました。15人の議員が反対票を投じました。同法案に対する論議は、
先週始まり､法案成立を（阻止しようとする試み）が何度か行われましたが、
否決される事はありませんでした。同法案の支持者は、恒久的に正常な通商
関係により、中国の市場が、アメリカ企業に対して、さらに（解放されるだ
ろう）と述べています。また支持者は、同法案は、中国の世界貿易機構への
加盟を促進することになると述べています。同法案の反対者達は､中国が(人
甲田直喜226
権）に関するこれまでの経緯を改善し、台湾に対して脅威を与えないように
要望しました。
指定語の正答率
内容把握の正答率
教材2
（英文）
TheUnitedNationsEnvironmentProgramwams(that)greatapes(will)
disappearfrommost(of)theirterritorywithinassoonasfivetotenyears.
Greatapesincludegorillas,orangutans(and)chimpanzees.AU.N.agency
blameswar(and)illegalkilling(of)theanimals.(It)also(says)arming,
mining(and)otherindustriesaredestroyingareasinAfrica(and)Southeast
Asiawheregreatapeslive.
??
正答率（％）
and 53％
that 14%
will 8％
says 21％
it 10%
of 6％
正答数 正答者の割合（％）
1 46％
2 11%
3 10％
4 2％
5 0％
正答なし 31%
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（和訳文）
国連環境計画が警告するところによると、類人猿が（5年から10年以内）
という早い時期に、その（生息地の）大部分から消えてしまう恐れがあると
のことです。類人猿には（ゴリラ)、オランウータンそしてチンパンジーが
含まれます。ある国連の部局では、（戦争や動物の違法な殺害）を非難して
います。また、（農業)、鉱業そしてその他の産業も、アフリカや東南アジア
の類人猿が生息する地域を破壊しているとしています。
指定語の正答率
内容把握の正答率
教材3
（英文）
Sciencenews・AUnitedNationsscientificgrouphasgivenitsstrongestwaming
yetaboutglobalwanning.Thegroupiscallingongovemmentstotakeulgent
??
正答率（％）
and 59％
that 32％
will 28％
says 42％
1t 21％
of 13％
正答数 正答者の割合（％）
1 49％
2 12％
3 7％
4 5％
5 0％
正答なし 27％
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actiontoslowtheproductionofindustrialgases.Scientistssayfactory(and)
motorvehiclepollutiontrapsheatmtheatmosphere.TheUNIeport(says)(that)
atthepresentrate,theconditioncouldcauseseverenoods,starvation(and)the
spreadofdiseasewithinacentury.Theywarnthatmillions(of)farm
hectares(will)turntodesert.TheUNreport(says)poorcountrieswouldbe
hithardest.But(it)also(says)Europe(and)theUnitedStates'Atlantic
coast(will)faceagrowingrisk(of)severestorms(and)floodingas
temperaturesrise.
（和訳文）
(科学関連のニュースです)。国連の科学調査グループは、地球温暖化に関し
て、これまでで最も強い警告を発しました。このグループは、産業活動によ
るガスの排出を抑えるための緊急対策を取るように、各国政府に要求してい
ます。科学者達は、工場や自動車による汚染物質が、大気中に閉じ込められ
ると言っています。現在の割合で汚染が進むと、（1世紀以内に)、この温暖
化の状態は（深刻な洪水)、飢饅、病気の蔓延を引き起こす恐れがあります。
彼らは、何百万ヘクタールもの（農地が砂漠に変わる）と警告しています。
この国連の報告によれば、貧しい国々が最も酷い被害を受けることになりま
す。しかし、その報告はまた、欧州と（米国の大西洋岸）では、気温の上昇
に伴い、激しい暴風雨や洪水が起こる恐れが高まるだろうと述べています。
指定語の正答率
??
正答率（％）
and 78％
that 45％
will 38％
says 57％
1t 33％
of 22％
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内容把握の正答率
正答数 正答者の割合（％）
1 66％
2 16％
3 6％
4 2％
5 3％
正答なし 7％
教材4
（英文）
Ecuador.ThegovemmentiscallingfOrmoreinternationalhelptocleanupanoil
spillthreateningtheunusualanimal(and)plantlifeontheGalapagoslslands.
Anofficial(says)(it)(will)takeweekstocleanuptheoil(and)boatfUel
(that)hasbeenfOundonsome(of)theislands・Atankershipbegantoleak
oilFridayafter(it)hitland.TheOfficial(says)morethan650,0001iters(of
)fUelhavespilledintothePacificOcean.AteamfromtheUnitedStatesCoast
Guardishelpingtostopanymoreoilleaksfromtheship.Inthel9thcentury,
CharlesDarwinstudiedchangesinwildlifeontheGalapagoslslands(and)
developedhistheory(of)evolution.Ecuadordeclaredtheislandsanational
paIkinl959.
（和訳文）
(エクアドルからのニュースです)。エクアドル政府は、ガラパゴス諸島にお
ける希少動植物の生命を脅かしている原油漏れ除去のために、さらなる国際
支援を要請しています。エクアドル当局は、（ガラパゴス諸島）で見付かっ
ている原油及び船舶燃料の除去に、数週間を要すると述べています。（金曜
日)、1隻のタンカーが、陸地に衝突後、原油を流出し始めました。エクア
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ドル当局は、（65万リットルを超える燃料）が、太平洋に流出したと述べて
います。アメリカ沿岸警備隊のl隊が、船からのさらなる原油流出を食い止
めるために支援しています。19世紀、チャールズ・ダーウィンが、ガラパ
ゴス諸島における野生動植物の変化を研究し、進化論を進展させました。エ
クアドルは、（1959年に、ガラパゴス諸島の国立公園化）を宣言しています。
指定語の正答率
内容把握の正答率
教材5
（英文）
AgroupinWashingtonhasreleasedastudy(that)(says)Africansprobably
(will)nothaveenoughfOodtoeat20yearsfromnow.AnIntemationalFood
PolicyResearchlnstitutereport(says)Africangovemmentsmustinvestin
programstoincreasewaterfOrfanning.(It)also(says)programsfOrcrop
??
正答率（％）
and 93％
that 72％
will 68％
says 81％
it 68％
of 46％
正答数 正答者の割合（％）
1 62％
2 22％
3 10％
4 2％
5 4％
正答なし 4％
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research(and)improvedtransportationareneededbytheyear2020.Thereport
(says)one-thirdofAfricanchildrencuITentlysufferfromhunger.(It)(says
)thenumbercouldbecomeashighas49percentbytheyear2020.Thereport
wasbasedonacomputerstudy(of)population,prices,(and)production(of)
16kinds(of)goods.
（和訳文）
(ワシントンのある機関）が、20年後、おそらくアフリカの人々に充分な食
糧が行き渡らなくなるだろうという研究を発表しました。国際食糧政策研究
所の報告書によると、アフリカ諸国の政府は、農業用水を増やす計画に資金
を注ぎ込まなくてはならないとしています。また（2020年までに)、農作物
の研究や、輸送手段を改善するための計画が必要になるとしています。この
報告書によれば、現在、アフリカの子供達の（3分の1が）飢えに苦しんで
います。報告書は、この数字が2020年までに49パーセントにまで上昇す
る可能性があるとしています。この報告書は、人口、物価、（16種類の商品）
の生産について、（コンピュータによる研究に基づいています)。
指定語の正答率
??
正答率（％）
and 95％
that 79％
will 71％
says 94％
???》
?????
77％
of 64％
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内容把握の正答率
正答数 正答者の割合（％）
1 31％
2 44％
3 16％
4 5％
5 2％
正答なし 2％
「指定語の聴き取り」に関しては、演習を進めるに従って、如実に数値が
改善している。教材1（演習開始時）では、6語中5語が正答数50％を大
きく下回っていたが、教材5では、空欄括弧数が増えて負担が明らかに増
しているにも関わらず、全ての単語において正答率が50％を大きく上回っ
た。助言や辞書の使用等でも意味を類推する事が困難と思われるofに関し
ては若干数値が低くなるが、最終的には約65％の正答率まで増加し「増加
率｣では50％を超えた。もう1つの観察項目である「内容把握｣に関しては、
劇的な改善数値が得られてというわけではないが、「正答なし」（音声教材の
内容を全く把握出来ない）の数値が教材4以降では10%以下となっている
ことからも、相応の効果が認められる。また、複数以上の正答者の割合が明
らかに増加している事から、この点に関しても一定以上の効果があったと思
われる。以上の結果と、一連の教材を用いた演習終了後に実施した、学習者
への簡便なアンケー ト，)と併せると、当該教材の選定及び、それらを用いた
演習の効果に相応の妥当性があると判断される。また、中長期的な（学期・
学年単位）演習の継続により、リメディアル教育対象学習者であっても、リ
スニングカを向上させる余地が充分にあることが類推される。
吉田（2007）は、低学力者（リメデイアル対象学習者）に対するリスニ
ング指導の要点として、（演習の）回数を重ねることで学習効果があるとし、
実験を繰り返すことにより低学力者のリスニング能力の特徴を分析する必要
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があるとしている。本稿による演習結果をみても、回数を重ねる毎に数値が
改善することが認められたが、「回数を重ねる」「実験を繰り返す」という点
には、常に学習者の「学習意欲」の維持・向上が伴う必要がある。既述の通
り、一般的に学習意欲が低いとみられるリメディアル教育対象学習者にあっ
て、リスニング指導に対する期待値は比較的高いとはいえ、指導者は継続的
な学習意欲の維持・向上に関して多角的に対策を講じる必要があると思われ
る。
7．おわしﾉに
本来的に行われるべき大学における英語教育の達成目標がある一方で、基
礎学力を欠く学生に対して行われる「補正・補習」を主たる目的としたリメ
ディアル教育は、その要請を益々強めると思われる。本稿は、リメデイアル
教育におけるリスニング指導の実例を取り上げ、教材の選定における妥当性
とリスニングカ向上の可能性を検証した。本稿で述べた例は、リメデイアル
型の教科科目であっても扱われなければならないリスニング指導の一例であ
り、端緒となる簡易的なものであることは否めない。今後、リメデイアル教
育におけるリスニング指導の実践的研究が細分化して進むであろうが、本稿
における実例もその一助になることを望む。
注）
1)Husen&Postlethwaite(1985)にも示されている通り、近年「リメデイア
ル・リメディアル教育」を指す"remedialeducation"も"developmental
education"あるいは"compensatoryeducation"などとも呼ばれるようになり、
その概念が拡大化・多様化されつつある。今日、日本の大学教育で用いられ
ている用語としての「リメディアル・リメデイアル教育」は、「補正・補習」
教育を一義的に含意するものとするのが通例であろうが、今後、各大学・学
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部・学科の実情・教育理念・教育目標に合わせて「リメデイアル」における
概念の細分化が行われると思われる。
2）加澤（1997）は、アメリカの大学における補正教育(remedialeducation)
の歴史と多義性に言及しつつ、日本の場合、大学教育の補習ではなく、中学
校・高等学校までに習得するべき内容の「補正」「補習」「補償」に最大の特
徴があるとしている。
3）リメディアル教育が、「補正・補習・補償」に力点がある事を踏まえると、
英語を専攻としない学部・短期大学l･2年次生が、その主たる対象となる。
4）前田･田頭･三浦（2003）他で分類される語彙学習方略（発見方略･反復方略・
体制化方略・イメージ化方略・メタ認知方略）等が有益な指針となろうが、
Schmitt(1997)によれば､日本人英語学習者は発見･反復を好む傾向にあり、
体制化・イメージ化・メタ認知は、殆ど用いられない。また、Mochizuki&
Aizawa(2000)は、「体制化方略」に関連し、日本人が習得し易い接頭辞と
してre-,un-,pre-,non-,anti-,を、接尾辞として－ation,-fUl,-ment,-ist,-el;を
具体的に挙げている。これらは、スペルや発音が規則的で使用頻度が高いた
め「発見」「反復」方略と併せ、語彙増加に関するリメディアル指導の初期
段階で示すことも考えられる。
5）代表的なものに、Morley(1990)、東條(2000)他などがある。
6）ニュース英語の教材は、l～3分で完結するユニットが多い点に大きな特徴
の1つがある。Long(1990)の、学習者がリスニングに集中する事が出来
るのは3分が限界であるという指摘を踏まえても、教材として多くの利点が
ある。
7）音声媒体を教材化する手順と具体例は、甲田（2004）で挙げているが、本
稿には便宜上簡略化したものを示している。教材化の手順に関しては、リメ
ディアル型の教科科目に限定すれば、さらなる考察の余地があるものと思わ
れる。
8）学習者の語彙力不足による学習意欲の減退を抑えるため、綴り・意味確認に
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英和・和英辞書（電子辞書含）を使用させるものとする。Ellsworth(2007)
では、リスニング指導・演習においては、特に学習者の自律性・自発性が大
きな意味を持つことが指摘されている。演習中における辞書の積極的な活用
行動は､学習者の自律性･自発性の発露であると思われる。実際に演習を行っ
ていると、リメディアル対象学習者は、指導者による助言と併せて、自らの
語彙力不足を強く認識していることから、辞書の使用においても自発的な活
用態度が見受けられる。
9）5回の演習終了時に簡便なアンケートを実施した。「Q1:演習を通じてリス
ニングに興味が湧いたか？：はい79％．いいえ9％・どちらともいえない
12％｣、「Q2:演習を通じて、指定語の聴き取りに関してリスニングカが向
上したか？：はい82％．いいえ6％・どちらともいえない12%｣、「Q3:演
習を通じて、内容把握に関してリスニングカが向上したか？：はい64％。
いいえ16%・どちらともいえない20%｣、「Q4:今後、同様の演習を重ね
ていけば、リスニングカ向上に一定の効果があると思うか？：はい82％．
いいえ8％・どちらともいえない10％｣、「Q5:演習で使用した音声教材の
難易度は適切であったか？：はい87％．いいえ2％・どちらともいえない
11%」
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